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文化財課

　今渡地区は古来、木曽川の渡河点として栄え、以後も町場、
そして商業地として発展してきた地域です。
　平安時代中期に編さんされた倭

わ
名
みょう
類
るい
聚
じゅ
抄
しょう
には、可児郡７

郷の中に「曰
わた
理
り
郷
ごう
」の名があります。曰理という郷名は「渡し」

のある場所に名付けられることから、中山道の渡し場のあ
った現在の土田東部から今渡西部にかけての地域だとされ
ています。
　中山道の木曽川渡し場は、元禄年間(1690年頃)には土田
の渡町付近に、宝暦年間（1750年頃）には土田と今渡の境
付近に、天保年間（1830年頃）には今渡地内にと、川の瀬
の変化とともに上流へ移っていきました。この頃に「今（現
在）の渡し場」という意味から「今渡」と呼ばれるようになっ
たと考えられており、天保５年（1834年）の国絵図で「今渡」
の地名を初めて確認することができます。
　その後、「今渡」は渡し場を示す場所の地名として継承さ
れてきましたが、明治７年９月の合併で「今渡村」が誕生し、
正式に村の名前となりました。さらに今渡町、可児町今渡
などを経て現在の地区名に至っています。

今渡の渡し場跡
昭和２年の太田橋開通を機にその役目を終えました。現在は幾多
の旅人が利用した渡し場跡として市史跡に指定されています。

可児のお宝

vol.90 可児の地名シリーズ 〜今渡〜
地名は現代を生きる私たちにさまざまなことを語りかけてきます。地名について調べると、生活、文化、政治などを
背景にしたその土地の歴史を知ることができます。このシリーズでは、市内の地名の由来などを紹介していきます。


